










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1月 27日（水）	 学習支援①	 （宇野・佐藤）
2月	3	日（水）	 学習支援②	 （佐藤・阿久津）
2月10日（水）	 学習支援③	 （宇野・坂本）
2月17日（水）	 学習支援④	 （坂本・銘苅）
2月19日（金）	 学習支援⑤	 （高橋・阿久津）
2月24日（水）	 学習支援⑥	 （銘苅・川口）
3月	3	日（水）	 学習支援⑦	 （高橋・坂本）
3月10日（水）	 学習支援⑧	（銘苅・阿久津）
（4）　企画従事者
阿久津明日香・宇野瑠奈・銘苅円花・川口
真優・風間愛理・松下愛子・定方梨緒・佐
藤裕理・高橋瑞希・坂本優生・深澤大志
計11名
3　結果・意義・所見
　本企画を実施した結果と、そこから分かっ
た教育現場における大学生ボランティアの
意義、今後の活動に向けての振り返りを以
下で述べていく。
（1）中学校における学習支援の必要性
　以前まで、第五中での放課後学習支援で
は、OB/OG の保護者の方が中心となって
行っていたようだ。私たち大学生が企画書
を提出した際にも大野校長先生から、中学
校のみならず、教育現場において学習支援
は極めて重要なものであるというコメント
を頂いた。学習支援をした中で、同じクラ
スで同じ授業を受けていても、生徒の理解
度は様々で、授業の内容をその時に理解で
きる生徒もいれば、授業についていけない
生徒や分からなくてもそのままにしてしま
う生徒などもいる。後者にとって、学校で
授業以外に個別で対応してもらえる学習環
境の提供は必要なことだと思う。学校の先
生方も一人ひとりのペースに合わせた授業
の展開は不可能だ。学習支援の場は生徒の
学びの手助けになるとともに、先生方のフォ
ローにもつながるのではないだろうか。
　また、今年度においてはコロナウイルス
の影響で学校が臨時休校になったこともあ
り、生徒の学習に大きな遅れが生じたこと
から、学習支援の場は利用する生徒にとっ
ては大きな助けになっていると感じる。
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（2）	教育現場における大学生ボランティア
の意義
　企画書提出の際に、大野先生からは学習
支援のみならず、教育現場においてボラン
ティアの人材はとても重要だと教えていた
だいた。私たちは今まで、生徒として学校
に所属していたため、どのくらい先生たち
が忙しいのかなど気にも留めていなかった。
しかし、実際、今回のように教育現場にボ
ランティアという形ではあるが、生徒に何
かを提供する側になって大野先生のお話を
聞きながら、学校の先生の仕事を考えた時、
休む暇もないくらい 1日が過ぎていくこと
が見えてきた。特に部活動においてはほと
んどボランティアのような形になっている
ことは確かである。そのため、第五中でも
部活動支援員という、先生の代わりに生徒
たちに指導をする部活動の外部コーチ的な
存在を募集しているそうだ。部活動支援員
は時間さえ合えば、私たち大学生が即戦力
になるだろうと考えられる。以上により、
部活動においても、学習支援においても学
生という立場を活かしたボランティアの必
要性を感じる。
　これらのことに関しては、今回の第五中
との企画がなかったら知ることができな
かったため、教育現場の内情を知る上でと
てもよい機会になったと考えている。
（3）ICT 教育
　文部科学省によると、AI やロボット、
SNSなどの急速な普及からもわかるように、
これからの社会を生きていく中ではMUST
となる ICTの活用。日常から ICT機器に触
れていくことが必要であることから ICT教
育の促進が必要だとされている。
　第五中では、今年度から生徒 1人に 1台
iPad を配布し ICT教育を進めている。配布
したのはいいものの、先生方の知識や技術
が教えるまでに追い付いていないという課
題に直面している。これは、第五中に限っ
た話ではないだろう。今までのノートと筆
記用具の教育から一転した方法での教育に
戸惑うのも無理はない。
　ここでも、普段からパソコンやタブレッ
トを使いこなす私たち大学生が即戦力にな
るのではないだろうか。まずは学習支援の
際に iPad を使用し、操作方法や使用方法を
指導し、今後、その効果的な使用方法（学
習システムのみならず、PPTや Excel など
の使用）について先生方と力を合わせて指
導していきたい。
（4）今後の活動について
学習支援
　現段階では春休み前の 3月 10日を今年度
最終日と予定しているが、今後、第五中と
の話し合いをし、来年度も継続していきた
い。
iPadの指導
　先述のように、ICT教育には様々な課題
がある。購入した iPad を最大限に活用し、
プレゼンテーションなどでのPPT資料の作
成や、Excel などを使ったグラフや表の作成
など、私たちのできる範囲で基本的な技術
の指導をし、私たち大学生が少しでも力に
なれるよう努めていきたい。
その他の企画
　今回はコロナウイルスの影響によりでき
なかった企画も、コロナウイルスが収束した
ら、前回のプレゼンテーション提出した特別
支援学級との企画や、コンテストへの参加の
企画など、ご指摘いただいた部分を考えなお
し再度企画書を提出したり、これからの交流
の中で新たに見えてきた課題やニーズに対
する、大学生の視点から考えた様々な企画を
提案したり、第五中の生徒のキャリア支援へ
つながる活動にしていきたい。
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1　連携した学外の個人・団体名
　今回は、富山県高岡市に所在する私立高
岡向陵を対象に企画を行う。私立高岡向陵
高校の「未来探究コース」に属する 2学年
の 1つのクラスを対象とした。
2　実施概要
（1）企画概要
　本企画は、経済的・地理的貧困を抱えて
いる高校生に対して、主に進路について方
向性を見出せるようになってほしいという
願いから始まった。
　経済的貧困では、家庭の貧困状況が考え
られる。中には、学費を奨学金で賄うだけ
でなく、生活費をアルバイトから出す生徒
がいるのが現状である。このような経済的
理由から、就職を選択する生徒もいる現状
である。
　地理的貧困では、富山県は公立上位の傾
向にある。私立高校は滑り止めか、あるい
は公立高校を受験しても合格する可能性が
全くない生徒が専願する場合のどちらかで
ある。そのため、私立高校の生徒は基本的に、
受験における挫折経験や進路選択に諦めを
抱いている状況である。
　これに加えて、進路の選択過程には、地
方に独特の問題があることが指摘できる。
生徒の多くは、進学先や就職先として、富
山県内、遠くても北陸地域を選択する傾向
にある。もちろん生徒たちが主体的に選択
した結果であれば地元志向は問題ではない。
しかし、視野を広げればより自分の学びた
い学問ややりたい仕事があるにもかかわら
ず、奨学金の情報なども含めて、自分たち
に本来は可能な選択肢が見えていないがた
めに進路の選択肢が狭まっている現状は、
非主体的な進路選択状況である、といえる。
　こうした経済的・地理的貧困を抱える高
校生には、キャリア形成が固定化してしま
うという問題が生じてしまう。進路の選択
が狭まっている生徒たちの可能性を広げる
ことがボランティアの目的である。
　実際、高校の先生方との打ち合わせによ
り、先生方には地元の企業への就職や地元
の大学への進学を選択するにしても、しっ
かりと自分のキャリアについて考えてほし
いという願いが明らかとなった。
　そこで本企画では、高校生が自分のキャ
リアについて主体的に考えることができる
時間、場の提供、高校生のキャリア形成の
具体化を目的として実行する。また、大学
生自身もこれまでの経験を振り返ることと
なり、自己のキャリアについても考える機
会となる。
（2）オンラインでの交流会
①全体の概要
　本年度はコロナウイルスの影響により、
実施に訪問し、交流することが厳しい状況
であったため、活動はZoomを使用したオ
ンラインでの交流を中心として行った。実
施日程及び内容は以下の通りである。
【企画日程】
・高岡向陵高校教員と大学生の打ち合わせ
高岡向陵高校への支援
―大学生によるキャリア支援ボランティア活動―
代表者：笹生豪
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日程：	2020年 5月 21日
内容：	活動方針及び内容の確認
・第1回オンライン交流
日程：	2020年６月 18日
内容：	アイスブレイクを踏まえたワークを
実施　高校生自身が自分の体験につ
いてお話することを目標に交流
・第2回オンライン交流
日程：	2020年 7月 28日
内容：	夏休みの過ごし方を「遊び」「勉強」「進
路」を題材に一緒に考えるワークを
実施
・第3回オンライン交流
日程：	2020年 8月 8日
内容：	東京の大学紹介、大学生の日常（サー
クル）を題材に高校生へ紹介
・第4回オンライン交流
日程：	2020年 8月 15日
内容：	東京の大学紹介、大学生の日常（学祭）
を題材に高校生に紹介
・第5回オンライン交流
日程：	2020年 8月 22日
内容：	進路相談会　高校生が自由に大学生
に相談できる時間を確保
・第6回オンライン交流
日程：	2020年 11月 5日
内容：	来週の対面交流に向けたアイスブレ
イクを実施
・対面交流
日程：	2020年 11月 12日
内容：	アイスブレイク及び、「職業マップ」
「自分史シート」「学校調べ」を用意し、
ワークを実施。
・第7回オンライン交流
日程：	2021年 1月 21日
内容：	対面交流を終えた後の近況確認。
・今後の予定
2、3月に一回ずつオンライン交流を予定。
②オンライン交流での成果及び反省
　Zoomを活用したオンライン交流により、
年間を通して定期的な関わりが可能となっ
た。地方という地理条件に関わらず、首都
圏の大学生と関係が持てること自体に成果
があったと考える。
　毎回のオンライン交流前後には大学生が
企画、実行、反省を行い、企画内容の決定、
改善を行った。また、スプレッドシートを
活用し、大学生が高校生の様子を記入し、
活動による高校生の変化を記録していった。
　反省点としては、オンライン上では、充
実した関係の構築ができなかった。そのた
め、コロナウイルスの感染拡大防止に最大
限の配慮をしたうえで、学校の了解のもと、
対面での交流を実施するとした。
③対面交流の概要
　対面での交流を企画した。コロナウイル
スの感染拡大状況を考慮し、11月 12日に交
流会を実施した。
【感染拡大防止の取り組み】
　高岡向陵高校の先生方と話し合い、感染
拡大防止のため、以下の工夫を実行した。
・宿泊施設は１人1部屋
・交流会2週間前より検温の実施
・フェイスシールドの購入
・消毒スプレーの準備
・マスクの着用
【交流会ワーク内容】
　対面での交流会では、大学生と高校生の
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双方向的なワークを行い、進路に関して大
学生からの意見を新たに得ることで高校生
の視野を広げることを目的として実施した。
また、同時に今後のオンライン交流におい
ての関係向上を目的としてアイスブレイク
を実施した。
　ワークとしては 3つのワークシートを用
意した。1つ目の「職業マップ」では、どの
ように社会とかかわっているのかをヒント
に身近な例を用いて社会に存在する職業を
探してみるというワークである。2つ目の「自
分史シート」は自己の経験から、興味関心、
心境の変化などを見つめ直すことで、新た
な自己を発見することを目的としたワーク
である。このワークによって、自分に適し
た、あるいは、興味のある職業の発見へと
つながればよい。3つ目の「学校調べ」は、
実際に進学先を調べることで、具体的な進
路をイメージすることを目標とした。その
際、大学生は調べる作業を補助するだけで
なく、大学生自身のキャリア選択の背景な
どを参考として提供することで、高校生が
進学先を決めるきっかけとなることを期待
した。それぞれのワークシートは、進路状
況や生徒自身の興味関心に合わせて、どの
ワークシートを実行するかを決めていった。
　また、ワーク中の雑談も重視し、関係構
築に努めた。大学生活を話すことも、高校
生にとっては、大学生のイメージを持つこ
とへとつながるだろう。
3　結果・意義・所見
（1）結果
　交流によって、生徒の変化が見られた。
様々な職業に興味を持つようになったり、
大学を比較することによって志望校を決め
ていったりとそれぞれの生徒の状況による
が、キャリア支援として良い結果が得られ
たと分析する。
　特にその中でも何人かが、富山県の大学
だけでなく、首都圏の大学も選択肢として
加えるようになったことは、地方特有のキャ
リア問題の解消でもあり、首都圏の大学生
であるからこそ挙げられた成果である。
（2）意義
①高校生にとっての意義
　大学生との交流は、高校生たちにとって
自分の進路のイメージをつくるきっかけに
なるのではないだろうか。大学生と交流し、
大学生活を知ることで、今後のイメージを
つくるきっかけとなる。また、大学生がど
のように進路を選択したのかを経験と共に
話すことで、高校生の進路選択の参考となっ
たのではないだろうか。
　地方特有のキャリア問題についても、首
都圏の大学生と関わることは、将来を考え
る良い刺激となっただろう。
　また、本企画は年間を通じて定期的に実
施したため、キャリアを考える機会が確保
されたのではないだろうか。様々な人々と
関わることはキャリアを形成していく上で
重要なことである。本企画の実施により、
友人、大学生とキャリアについて話し合え
たことは、幅広い視野の獲得につながると
考える。
②大学生にとっての意義
　本企画に参加したことにより、大学生は
高校生の悩みや問題に触れる機会を得た。
また、学部、ゼミ、文献講読によって得た
知識を教育現場で実践的に触れることが出
来た。さらに、高校生との関わりの中で大
学生自身も自己の経験を振り返ることが出
来た。振り返りを通じて、自己のキャリア
形成の手助けとなっただろう。
（3）所見
　学部やゼミでの学びを、教育現場に第三
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者として入ることは、今までの学びの再確
認と現場の実情を知ることができるもので
あった。大学生の新たな問題意識を生じさ
せることとなっただろう。
　また、地方と首都圏との進路に対する考
え方というものを本企画で目の当たりにし
た。特に地方では、地方特有のキャリアが
固定化される。その固定化の要因は「ロー
モデルの不足」である。大学生が首都圏に
集中することにより、地方には大学生のよ
うなローモデルが残りづらくなってしまう。
就職する場合でも、限られた職業が選択肢
となる。本企画は、そうしたローモデルの
提供でもあったのではないだろうか。
